
京都府戦略的地震防災対策推進部会の状況について

　１　戦略的地震防災対策推進プランの進捗について

　　(1)　平成２８年度の進捗状況

　　　　　全体として概ね順調に進捗
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⑥京都らしさを保った復興を実現する 
(観光客保護、文化財保護等) 

⑤災害後の府民生活を守る 
(救出・救助・避難体制、応急対策等) 

④行政の危機対応能力の向上を図る 
(情報伝達・初動体制、訓練、機関連携等) 

③地震に強い京都の人づくりを進める 
(防災意識向上、自主防・消防団等) 

②地震時のすまいの安全、 
地震後のすまいの安心を守る 

(住宅の耐震化、室内安全対策) 

①地震に強い京都のまちづくりを進める 
(学校等耐震化、インフラ・ライフライン等） 

（計83） 

政策目標別の状況 

（計49） 

（計14） 

（計155） 

（計10） 

（計16） 

①地震等に強い京都のまちづくりを進める 

(学校等耐震化、インフラ・ライフライン等） 

 

 

 

 

②地震に強い京都の人づくりを進める 
(防災意識向上、自主防・消防団等) 
 

 

 

③地震時のすまいの安全、地震後のすま

いの安心を守る 
(住宅の耐震化、室内安全対策等) 
 

 

 

④行政等の災害対応対策の向上を図る 

(情報伝達・初動体制、訓練、機関連携等) 

 

 

 

⑤京都経済・活力を維持し、迅速な復旧・

復興を実現する 

(企業・大学・地域の業務継続) 

 

 

⑥京都らしさを保った復旧・復興を実現す

る 

(観光客保護、文化財保護等) 

（計83） 

（計49） 

（計14） 

（計155） 

（計10） 

（計16） 

1段目 27年度 

2段目 28年度 

資料１0

平成２８年度  ３２７事業のうち、１４６事業（４４．６％）が完了・定着化 
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(2) 主な数値目標の目標達成状況 （推進プラン計画期間：平成２７～３１年度） 

 

事   業    【目標値】 現状（平成２８年度末） 

防災拠点施設の耐震化 【95%】 90.7%（H27） 

公立小中学校の耐震化  【100%】 99.9% 

府立学校の耐震化 【100%】 100% 

住宅の耐震化           【95%に近づける（H36）】 83%（H27） 

緊急輸送道路の道路橋耐震改修 【100%】 100% 
 

 

２ 第二次京都府戦略的地震防災対策指針及び推進プランの修正について 

   次の観点から、別紙のとおり戦略的地震防災対策指針及び推進プランを見直す。 

① 車中泊避難や物資搬送等について課題が見られた熊本地震の教訓を踏まえること。 

② 津波災害警戒区域の指定等により、今後の津波防災対策を強化する必要があること。 

 

３ 戦略的地震防災対策推進部会の評価 

○ 評価を強化するためには、進捗の点検することに加えて、効果の検証についても検討し

てはどうか。 

○ 第二次京都府戦略的地震防災対策指針及び推進プランの修正については、事務局案のと

おり承認する。 
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。
 

第
三

 
指
針
の
目
標
達
成
の

具
体
的
事
業
一
覧

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

１
 
地

震
等

に
強

い
京

都
の

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
 

 

1-
1-

4 
火
災
発
生
防
止
対
策
を
進
め
る

<重
点

> 
8 

◎
第
５
次
京
都
府
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
箇
年
計
画
等
に
基
づ
き
、
地
震
時
も
利
用
可
能

な
消
防
水
利
の
整
備
を
進
め
る

 
・
耐
震
性
貯
水
槽
 
計

89
基
整
備
（

H
28

～
32

年
度

) 

●
府

民
生

活
部

、
市

町

村
、

消
防

組
合

 

 

1-
2-

1 
防
災
拠
点
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る

<重
点

> 
11

 
◎
府
の
防
災
拠
点
施
設
（
庁
舎
、
警
察
署
、
避
難
所
等
）
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
る

 
＜
平
成

31
年
度
ま
で
に
防
災
拠
点
全
体
で
耐
震
化
率

95
％
を
目
指
す
＞

 
●

府
民
生

活
部

、
総

務

部
、

施
設

所
管

部
局

 
12

 
◎
市
町
村
防
災
拠
点
施
設
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
る

 
＜
平
成

31
年
度
ま
で
に
防
災
拠
点
全
体
で
耐
震
化
率

95
％
を
目
指
す
＞

 
●

府
民
生

活
部

、
市

町

村
、

消
防

組
合

 

 

1-
2-

3 
医
療
・
福
祉
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る

 
22

 
○
府
内
の
全
て
の
災
害
拠
点
病
院
（

13
病
院
）
の
耐
震
化
を
完
了
す
る

 
・
京
都
府
医
療
施
設
耐
震
化
特
例
基
金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
災
害
拠
点
病
院
の
う
ち

未
耐
震
の

2
病
院
の
耐
震
化
完
了

 

●
健

康
福

祉
部

、
日

赤

等
医

療
機

関
 

 

1-
3-

4 
地
震
に
強
い
そ
の
他
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

<重
点

> 
72

  

○
第
５
次
京
都
府
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
進
め
る

 
・
避
難
地

8.
9h

a（
H

28
～

H
32

）
 

・
避
難
路

3.
51

km
（

H
28

～
H

32
）

 

●
市

町
村

 

80
 

○
防
災
機
能
を
も
っ
た
都
市
公
園
を
整
備
す
る

 
・
体
育
館
等
の
非
構
造
部
材
耐
震
化
を
行
う

 
●

建
設
交

通
部

、
市

町

村
 

３
 
地

震
時
の
住
ま
い

の
安
全
、
地
震
後
の
住
ま
い
の
安
心
を
守
る

 
 

3-
1-

2 
住
ま
い
の
耐
震
改
修
を
進
め
る

<重
点

> 
14

1 
○
府
営
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る

 
・
耐
用
年
限
を
超
過
し
た
木
造
・
簡
易
耐
火
構
造
の
住
宅
や
昭
和

45
年
以
前
に
建
設
さ

れ
た
耐
火
構
造
の
住
宅
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
建
替
や
集
約
等
を
実
施
す
る

 

●
建

設
交

通
部

 

第
二

次
京
都

府
戦
略
的
地
震
防
災
対
策
推
進
プ
ラ
ン
 
新
旧
対
照
表
（
案
）
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2
8
 

       

3
4
 

          

3
5
 

   

3
6
 

   

3
7
 

４
 

行
政
等
の
災
害
対
応

対
策
の
向
上
を
図
る

 
 

4-
1-

1 
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・
運
営
を
強
化
す
る

<重
点

> 
 

（
新

規
）

 
 

 
（
新
規
）

 
 

 

4-
2-

2 
被
災
者
の
生
活
対
策
を
支
援
す
る

 
□
 

避
難
所
の

整
備

・
円

滑
な

運
営
を

行
う

 
23

2 
○
避
難
所
の
耐
震
化
を
進
め
る

 
＜
平
成

31
年

度
ま

で
に

耐
震
化

率
90

％
を
目
指
す
＞

 
●
府
民
生
活
部
、
施
設

所
管
部
局
、
教
育
庁
、

市
町
村

 
 

（
新

規
）

 
     

 

23
4 

○
京
都
府
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
箇
年

計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
に
お
い
て
飲
料
水
、
電

気
、
ガ
ス
等
が
確
保
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る

 
●
府
民
生
活
部
、
市
町

村
 

□
 

保
健
・
衛
生
対
策
を
実
施
す
る

 
24

7 
○
京
都
府
地
震
防
災
事
業
緊
急
五
箇
年

計
画
等
に
基
づ
き
、
仮
設
ト
イ
レ
を
備
蓄
す
る

 
市
町
村
、
●
府
民
生
活

部
 

 

4-
2-

3 
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
人
へ
の
支
援
を
行
う

<重
点

> 
 

（
新
規
）

 
 

 

4-
2-

4 
物
資
等
の
輸
送
、
供
給
対
策
を
行
う

 
 

（
新
規
）

 
 

 
（
新

規
）

 
 

 

  

2
8
 

       

3
4
 

          

3
5
 

   

3
6
 

   

3
7
 

４
 

行
政
等
の
災
害
対
応

対
策
の
向
上
を
図
る

 
 

4-
1-

1 
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・
運
営
を
強
化
す
る

<重
点

> 
16

1 
○
津
波
避
難
計
画
策
定
指
針
を
策
定
す
る
【
新
規
】

 
●

府
民
生

活
部

 

16
2 

○
沿
岸
市
町
で
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
津
波
避
難
対
策
を
強
化
し
、
避
難
促
進
施
設
を

定
め
る
【
新
規
】

 
・
沿
岸
市
町
地
域
防
災
計
画
に
、
津
波
に
関
す
る
予
報
又
は
警
報
の
発
令
及
び
伝
達
、

避
難
場
所
・
避
難
経
路
、
津
波
避
難
訓
練
、
避
難
困
難
者
利
用
施
設
を
定
め
る

 
・
避
難
困
難
者
利
用
施
設
を
避
難
促
進
施
設
に
指
定
、
又
は
管
理
協
定
を
締
結
し
て
避

難
促
進
施
設
と
す
る

 

市
町

村
、

●
府

民
生

活

部
 

 

4-
2-

2 
被
災
者
の
生
活
対
策
を
支
援
す
る

 
□
 
避
難
所
の
整
備
・
円
滑
な
運
営
を
行
う

 
23

4 
○
避
難
所
の
耐
震
化
を
進
め
る

 
＜
平
成

31
年
度
ま
で
に
耐
震
化
率

95
％
を
目
指
す
＞

 
●

府
民
生

活
部

、
施

設

所
管

部
局

、
教

育
庁

、

市
町

村
 

23
6 

○
各
市
町
村
に
応
じ
た
災
害
時
に
お
け
る
車
中
泊
避
難
対
策
を
進
め
る
【
新
規
】

 
＜
「
熊
本
地
震
を
踏
ま
え
た
車
中
泊
避
難
対
応
検
討
会
」
取
り
ま
と
め
（
平
成

29
年
３

月
）
を
踏
ま
え
、
平
成

31
年
度
ま
で
に
全
市
町
村
で
地
域
に
応
じ
た
車
中
泊
避
難
対

策

を
推
進
す
る
＞

 
例
）
・
大
規
模
駐
車
場
な
ど
車
中
泊
避
難
場
所
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

 
・
車
中
泊
避
難
場
所
に
お
け
る
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

 
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
防
止
を
初
め
と
し
た
環
境
整
備
及
び
健
康
対
策
の
実
施

 

●
市

町
村

、
府

民
生

活

部
 

23
7 

○
第

5
次
京
都
府
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
箇
年
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
に
お
い
て

飲
料

水
が
確
保
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る

 
●

府
民
生

活
部

、
市

町

村
 

□
 
保
健
・
衛
生
対
策
を
実
施
す
る

 
25

0 
○
仮
設
ト
イ
レ
や
簡
易
ト
イ
レ
を
備
蓄
す
る

 
市

町
村
、

●
府

民
生

活

部
 

 

4-
2-

3 
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
人
へ
の
支
援
を
行
う

<重
点

> 
25

7 
○
平
成

31
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
避
難
促
進
施
設
が
避
難
確
保
計
画
を
作
成
し
、
要

配

慮
者
の
津
波
避
難
を
促
進
す
る
【
新
規
】

 
事

業
者
、

●
府

民
生

活

部
 

 

4-
2-

4 
物
資
等
の
輸
送
、
供
給
対
策
を
行
う

 
27

0 
○
民
間
物
流
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
救
援
物
資
の
配
送
体
制
を
構
築
す
る
【
新
規
】

 
●

府
民
生

活
部

 

2
7
1
 

○
各
避
難
所
に
お
け
る
物
資
の
充
足
状
況
を
情
報
共
有
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
【

新

規
】

 
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 

●
府

民
生

活
部

 

 
 

※
 
新
規
の
推
進
事
業
以
降
の
番
号
に
つ
い
て
は
、
適
宜
繰
り
下
げ
る
こ
と
と
す
る
。
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